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我々が講じるべき対策は

世界１位であった国際競争力は３年連続30位台
【世界競争力ランキングにおける日本の順位】
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デジタル技術をビジネスに有効に活用できておらず、

技術者の人材不足も浮き彫り

最大の弱点は「デジタル分野」

●ビッグデータ分析の意思決定への活用 ６３位

●デジタル人材の利用可能度 ６２位

●企業におけるＤＸ ６０位

●デジタルツール技術の活用 ５７位

●経済の要請に見合った大学教育 ５４位

【世界競争力ランキング対象６４か国中の順位】

出典：IMD「世界競争力ランキング2021」
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データと最先端デジタル技術を活用し「スマート社会」を目指す

あらゆる分野で、質の高いサービスを新たに創出できるデジタル人材、
特にＡＩやデータサイエンスに精通した人材の確保・育成が必要

【「未来の東京」戦略】
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2030年にはＡＩ人材が最大で14.5万人不足

2030

26.5万人12万人

14.5万人

4.4万人1.1万人

需要人数供給人数

人材不足

出典：経済産業省「IT 人材需給に関する調査」

3.3万人

【国の試算に基づくＡＩ人材の需給ギャップ】

2018

デジタル人材の育成には一刻の猶予もない
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2020年までに初等中等教育段階のSTEM分野教員を10万人養成

高・大・院におけるＡＩ分野を最優先とした助成（奨学金や若手教員の認定・資金提供など）

初等中等教育段階においてイノベーション人材を育成する改革試行プロジェクトの実施

小・中・高にAI教育科目、大学にAI専門学科やAI学部を新設

デジタル人材の育成も競争が激化

すべての中学校生徒にSTEMプログラムを提供する組織を立ち上げ

ＡＩ人材開発プログラムとして、大学生・教員向けのＥラーニングコンテンツを無料提供

迅速かつ集中的な対策により、計画の着実な実行が必要

小中高校：データサイエンス・ＡＩに関する基礎的なリテラシーの習得【100万人卒/年】

✓プログラミング教育や統計教育の充実、ＩＣＴに精通する外部人材の登用

大学・高専：自らの専門分野へのデータサイエンス・AIの応用力の習得【25万人卒/年】

✓数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度、ＡＩ×専門のダブルメジャー

社会人（リカレント教育）：ＡＩ実践的活用スキルの習得

✓社会人向けスキル習得プログラムの拡充、職業訓練の推進
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多くの大学・企業が集積する首都圏が牽引すべき

首都圏

228校

（28.4%）

その他

575校

（ 71.6％）

【全国に占める首都圏の大学数・企業数】

首都圏

888,634社

（24.8%）

その他

2,700,699社

（75.2%）

出典：文部科学省「大学基本調査」、経済産業省「都道府県別企業数」

【大学数】 【企業数】
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デジタルの力で誰もがいきいきと輝く社会へ

1. それぞれの学校段階に応じた必要な知識やスキルを習得できるようにICTに
精通した多様な外部人材の積極的な活用を推進するとともに、必要な技術
的・財政的支援を行うこと。

2. 大学等において、AIやデータサイエンスに関して専門的に学ぶ機会を拡大す
るため、当該分野における人材の育成や教育プログラムの開発に取り組む大
学等に対して、十分な技術的・財政的支援を行うこと。加えて、当該分野の
収容定員を別枠で取り扱うことにより、多くの専門的人材を確実に輩出でき
る環境を整備すること。

3. 実践的な知見やスキルを有する社会人を増やすため、企業のニーズを踏まえ
たリカレント教育に取り組む大学等への支援を充実させること。さらに、企
業に対して社員の学び直しに積極的に取り組むよう働きかけるなど、人材の
確保・育成を重層的に進めること
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